聖公会主教、及び教役者各位殿
聖公会京都事件　一周年に際して、
京都教区の一司祭による衝撃の事件が最高裁で断罪されて本日７月１９日でちょうど一周年を迎えました。最高責任者の当時の主教はこの敗訴の後も被害者に対して謝罪をしておられません。現場の教会に対しても謝罪文を送っていません。（主教会に質問状を送ったが回答ない）自分の誤った判断で当人を復職させたために被害者は言うまでもなくどれだけの人々が２次被害で苦しんだか、常識的に考えて判る筈です。今朝のニュースで北海道で事件を起こした「極楽トンボ」山本圭一はその日のうちに吉本興業が懲戒解雇、所属していた社会人野球球団の萩本欣一監督はそれを受けてなんとすぐ責任を取って球団の解散宣言した。これが世間の常識なのです。萩本欣一の涙声の解散記者会見を聞きましたか！武藤主教！それに引き換え武藤主教は「本人はわいせつくらいで大したことはしていませんと言っています。祈りで清算しましょう」と言ったと裁判記録２９頁に書いてある。牧師はわいせつの　”わ”　の字もでた瞬間不適格なのだ！病院で土下座をして一人では立ち上がれないほどの状態だったという事。そして、わいせつを認める謝罪手紙を２通も家族に送っていること。主教はその内容も読んでいるのに退職を撤回して、復職させた。この事件で武藤主教の責任は一切ないと 聖公会の主教、司祭たちは心からそう思っているのか？それならこの宗教団体は私共が考えていたような教団ではなく一種のカルト教団といわざるを得ない！
「英国国教会の流れを汲む、傘下に有名な立教大学や聖路加国際病院があり」と広告塔に使い、「数多くの有名な福祉施設を持っています」と多くの聖公会教会のホームペイジに
これ見よがしに自慢している。その自慢している立教大学の総長に並んで
この事件のキーマン、最大の過誤判断をし、苦しめた武藤主教が在籍しているのは一体
どんな整合性があると言うのか？
私は先週実家に帰りました。７軒となりに現場の聖公会があるのです。
原田司祭の後任は北山、柳原、佐藤、松本、立川、古賀（管）、石塚司祭（管）です。
これは伝聞ですが、「原田が一旦〇〇（懲戒解雇）された時、古賀司祭、文屋司祭、三浦司祭は被害者を擁護した松本司祭を責め立て２００１年４月、和歌山に向って４人で同乗していた車から和歌山駅で降ろし原田の引越し先の自宅に謝りに行かせた」という話も聞いています。それらのことも一つの原因で松本司祭が休職に追い込まれたのではないかと

私は心から同情しています。この３人と武藤元主教は松本司祭に謝罪すべきではないでしょうか？（父親も強く主張されています、８月３０日、橿原神宮会館で）
松本、立川司祭は心労ストレスで休・退職で、療養中です。立川司祭の奥さんと子供さんだけが牧師館に住んでおられました。
管理司祭の石塚司祭（常置委員長、奈良教会主任）は先月〇の〇〇〇〇をされました。 
この事件の心労が重なったのではないかと奈良教会にお見舞いの電話を入れました。
大変元気なお声で安心しました。その代役で植松従璽主教（90歳）がミサ聖餐をされ、 
20キロ先の柏原市から電車でこられ、帰りは見るに見かね江藤氏が車で送られたと聞きました。先月は岡野利治主教（83歳？）が聖餐を担当され、信徒を励まされたそうです。
私は昨日植松従璽主教にそのお礼も兼ね、自宅に電話しました。どうかこの京都教区の事件責任を明確にして一刻も早く収拾されますように全退職主教が一致して今の主教会に助言をしてください。と申し上げました。ご令息が首座主教ならなおさらしっかりと意見をとお願いしました。
植松主教は「ウーウー、もうすっかり幕引きが終わり落ち着いたと思っていた。最高責任者が教育機関の最高の地位と言うのは・・・・・・・う、う、」と応えられていました。
こんな９０才の高齢なのに、突然の相手に対して普通に、電話で会話できていらっしゃる主教さんに本当に驚きました。 
みみから大きな大きな恵みと力を頂きました。感謝です。
聖公会の主教会の考え方、即ち、「性的虐待事件を教務所の主事が10万円ほど流用した程度に考えている」絶対まちがっていますよ！最高責任者が形を現した責任を感じられるまではますますこの活動は増幅して行くでしょう。聖公会の司祭は今沈黙を守っていると言うことは無言の抵抗なのです。声なき声は声出す声より強力であるという定説をご存知ですか。 本日植松誠主教に電話を入れましたが英国に行っておられるとかで
教務所の沖○京○さんに用件を伝えました。植松さん！カンタベリやバッキンガムに行く前に被害者に謝罪するため奈良県に足を運ぶべきではないでしょうか！
さて皆さん！昔のような隠蔽は出来ない時代になったと言う認識がありますか。
ITは3秒で膨大なワードの文章を何百人に一度に瞬間に情報が届けられるのです。
ホームペイジも開設しました。
全国から関西の事件が掲載された生の新聞を見ることが出来るのです。
皆さんその新聞記事とドキュメント４・１７をみてあっと驚いて息を飲んだとメールが 
返ってきています。　　　皆さん一人ひとりが武藤主教と会話を交わしてください。
武藤六治主教　電話自宅　　０３－３９８５－２１９７　私は先日1時間しゃべりました。 
武藤主教は「自分は原田司祭のことは頭の中では黒だと思っていたが、退職撤回は常置委員会で機関決定された」なんと自分の責任ではないかのような平然とした発言で唖然としました。　私は自分の声を抑えるのにかなりの自制が必要でした。長くなりましたが1周年での感想です。ご静聴ありがとうございました。
なお原田本人の携帯電話番号も記録にありましたので、必要な方は連絡ください。お教えするのにやぶさかではありません。
主の平安を！　　　　　　　　　　考える会　代表SH

　　ホームペイジ熟読くださいませ。　
アドレス　　　　http://www.geocities.jp/asshor15/seikoukai.html
